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編集方針／公開方法

・2004年に定められた「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配
慮した事業活動の促進に関する法律」により、京都大学を含む特定事業者に、
環境報告書を作成し公表することが義務づけられました。京都大学環境報告書
2006は、それを受けた第一回目の取り組み結果（2005年度の報告）です。

・作成にあたっては、京都大学環境・安全・衛生委員会の下に、学内の関係者か
らなるワーキンググループを立ち上げ、そのメンバーが情報収集・データ収集
や執筆・編集にあたったほか、ステークホルダー委員会（78ページ参照）を設
置し、学内外の関係者より意見を頂いたり、学生の方に取材・執筆に加わって
頂きました。

・その作業の中で、法律の要求を満たすよう情報を整理し、社会に向けて窓を開
きつつも、まずは学内の方々への周知・浸透が第一、との方針が明確になりま
した。

・そこで、詳細版として、情報やデータを網羅的に公開するほか、主に学内の環
境コミュニケーションツールとして、ダイジェスト版を編集・発行することと
しました。所属や立場に関係なく、一人でも多くの方にお読み頂きたいと思っ
ております。

・詳細版については、現段階で可能な限りの情報を収集し、信頼性が確保できる
と判断したもの全てを取り上げています。ホームページ上では、環境報告書ガ
イドライン（2003年度版・環境省）において記載が望ましいとされる項目と対
応した目次を84ページに設けました。また、巻末に、指標一覧及びデータ集を
設けており、今回用いた指標やデータの定義や算出方法、部局単位の数値デー
タをご覧頂くことができます。

・なお、少しでも実感を持って頂くため、例えば実績値については、合計値とと
もに、一人当たりの換算値を示すなどの工夫を行いました。ただし、分母には
病院患者数等が入ってないこと、学生を含む本報告書の対象者全員を分母とし
ていること、などに注意が必要です。

・是非、ご一読頂き、アンケートにもご協力頂きますよう、よろしくお願い致し
ます。

・京都大学環境報告書2006（詳細版）：ホームページにて公開
・京都大学環境報告書2006（ダイジェスト版）：ホームページにて公開　＋　印
刷物にて配布
　京都大学ホームページ
　http://www.kyoto-u.ac.jp/kankyo/report.html
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